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常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

委
員
会
で
は
、
２
議
案
に

つ
い
て
審
査
、
全
員
賛
成
に

て
可
決
。
意
見
書
案
２
件
を

審
査
。
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
議
員
提
案
に
よ
る
条
例

改
正
１
件
に
つ
い
て
は
賛
成

少
数
で
否
決
と
な
っ
た
。

筑
後
市
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

２
件
、
水
道
事
業
剰
余
金
の

処
分
１
件
、
市
道
路
線
の
廃

止
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定

１
件
を
審
査
し
、
全
議
案
と

も
全
員
賛
成
に
て
原
案
可
決

し
た
。

１
日
も
早
い

　
　
　

災
害
復
旧
を

補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り

災
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧

工
事
等
の
費
用
で
あ
る
。
委

員
よ
り
「
こ
の
予
算
は
急
施

の
事
態
で
も
あ
り
、
職
員
も

復
旧
の
た
め
全
力
を
尽
く
し

て
い
る
と
思
う
が
、
一
日
も

早
い
災
害
復
旧
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
の
要
望

が
あ
っ
た
。

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

２
議
案
、
補
正
予
算
３
議
案
、

財
産
取
得
１
議
案
に
つ
い
て

審
査
し
た
。

筑
後
市
乳
幼
児
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
県
費
補
助
金
交
付

要
綱
が
改
正
さ
れ
、
３
歳
以

上
就
学
前
の
乳
幼
児
の
生
計

を
維
持
す
る
も
の
の
所
得
制

限
が
従
来
の
４
６
０
万
円
か

ら
６
２
２
万
円
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
。

委
員
か
ら
「
４
人
の
対
象
者

が
い
る
が
連
絡
方
法
は
」
と

の
質
問
に
「
個
別
に
連
絡
し

て
申
請
し
て
も
ら
う
」
と
答

弁
。
採
決
の
結
果
全
員
賛
成

原
案
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
委
員
よ
り
「
消
防

条
例
制
定
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
公
表
し
て
き
た
職
員
給

与
等
に
加
え
福
利
厚
生
費
等

も
公
表
を
す
る
も
の
で
あ

る
、
と
説
明
が
あ
っ
た
。　

委
員
か
ら
「
条
例
制
定
が

遅
れ
た
理
由
は
」
と
の
質
問

に
「
当
時
は
、
条
例
が
な
く

て
も
給
与
等
は
公
表
し
て
お

り
条
例
は
不
要
と
判
断
し
て

い
た
が
、
別
問
題
で
あ
る
と

の
国
の
見
解
を
得
た
の
で
条

例
制
定
す
る
も
の
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、

歳
出
は
法
人
市
民
税
の
還

付
、
加
算
金
の
増
額
。
ま
た

分
団
車
庫
設
計
委
託
料
２
８

０
万
円
は
高
く
な
い
か
」
ま

た
「
消
防
団
員
へ
の
費
用
弁

償
は
地
域
で
の
警
戒
活
動
に

払
わ
れ
て
い
な
い
の
か
」
と

の
質
問
に
「
設
計
だ
け
で
は

な
く
、
測
量
、
地
質
調
査
、

管
理
業
務
ま
で
含
ま
れ
て
い

る
」「
費
用
弁
償
は
条
例
に

基
づ
き
支
給
し
て
い
る
。
本

部
か
ら
依
頼
す
る
警
戒
活
動

に
は
払
っ
て
い
る
が
地
域
で

自
主
的
に
行
わ
れ
て
い
る
分

に
は
払
っ
て
い
な
い
。
今
後

詳
細
に
精
査
し
て
対
処
し
て

教
育
費
は
下
妻
小
学
校
の
屋

外
ト
イ
レ
の
設
置
費
等
で
あ

る
。
委
員
か
ら
は
「
設
置
費

１
，
１
０
０
万
は
高
く
感
じ

る
が
」
と
の
質
問
に
「
既
存

の
浄
化
槽
へ
の
つ
な
ぎ
込
み

が
出
来
な
い
場
合
、
新
た
な

浄
化
槽
設
置
費
が
必
要
と
な

る
た
め
余
裕
を
持
た
せ
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
」
と
答
弁

が
あ
っ
た
。

「
拉
致
問
題
意
見
書
に
つ

い
て
」
は
議
員
よ
り
文
言
の

修
正
案
が
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た

議
員
定
数
削
減
案
は
閉
会
中

に
６
回
の
委
員
会
を
開
催
し

審
査
し
た
。
慎
重
に
多
方
面

か
ら
検
討
す
べ
き
と
の
意
見

か
ら
、
調
査
す
る
内
容
を
整

理
し
た
。
全
国
と
県
内
の
人

口
４
万
人
か
ら
６
万
人
の
市

で
面
積
50
㎢
以
下
、
報
酬
も

含
め
審
査
。
議
員
定
数
削
減

実
績
の
あ
る
古
賀
・
小
郡
の

両
市
議
会
の
視
察
も
実
施
し

議
決
に
至
っ
た
。

い
く
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
社
協
の
土
地
購
入

に
つ
い
て
は
「
今
回
の
購
入

は
、
市
の
方
か
ら
進
め
た
の

か
」
と
の
質
問
に
「
購
入
理

由
は
３
点
、
①
賃
貸
借
契
約

期
間
の
満
了
②
賃
貸
借
継
続

の
是
非
の
判
断
③
地
権
者
か

ら
の
購
入
を
求
め
る
要
望
」

と
の
答
弁
。
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
原
案
可
決
。
他
条

例
改
正
議
案
、
補
正
予
算
議

案
、
財
産
取
得
に
つ
い
て
は

全
員
賛
成
原
案
可
決
。

道
路
は
条
例
で
定
め
る
も
の

で
、
そ
れ
に
合
致
し
た
場
合

市
道
と
な
る
」
と
の
答
弁
。

ま
た
「
来
年
、
こ
の
物
件

は
売
却
可
能
な
資
産
に
な
る

の
か
」
と
の
質
問
に
「
道
路

廃
止
・
認
定
の
後
、
普
通
財

産
に
移
管
。
そ
の
後
会
計
契

約
課
の
管
理
に
な
り
、
売
却

可
能
財
産
と
な
る
」
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

し
て
払
い
下
げ
る
。
こ
こ
だ

け
が
分
筆
さ
れ
る
」
と
の
答

弁
。
ま
た
「
道
路
を
廃
止
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
購

入
者
の
利
便
性
が
損
な
わ
れ

る
の
で
は
。
ま
た
、
購
入
者

が
市
道
認
定
を
求
め
て
き
た

ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
の
質

問
に
「
購
入
者
が
土
地
を
自

由
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
市

道
を
廃
止
し
、
市
道
を
最
低

限
残
し
た
。
ま
た
、
新
規
の

和
泉
団
地
跡
地

　

  

売
却
可
能
財
産
へ

ま
た
、
市
道
路
線
の
廃
止

と
認
定
に
つ
い
て
は
、
質
疑

が
集
中
。
こ
れ
は
市
営
和
泉

団
地
に
か
か
る
市
道
の
廃
止

と
認
定
に
か
か
わ
る
も
の
。

委
員
よ
り
「
団
地
の
跡
地

利
用
は
。
ま
た
団
地
内
市
道

を
廃
止
す
る
こ
と
で
一
筆
の

地
目
に
な
っ
て
し
ま
う
の

か
」
と
の
質
問
に
「
敷
地
に

つ
い
て
は
も
と
も
と
一
筆
。

既
存
の
市
道
を
全
て
廃
止

し
、
西
側
道
路
だ
け
を
拡
張

整
備
し
、
新
た
に
市
道
認
定
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